
働き方改革通信 No.53 （R7.7.28発行）

誰もが通いたくなる魅力ある学校づくり

働き方改革 を「自分事」に！
教職員が心身ともに健康で充実した生活を送ることが、教育の質を維持・向上させ、全ての子
どもたちへのよりよい教育の実現につながることから、県教育委員会では、これまでも「働き方
改革」を推進してきましたが、その取組の成果等を踏まえ、働き方改革をさらに推進していくに
当たり「令和７～１０年度 学校における働き方改革重点取組」を策定しました。
今回は、教育委員会や学校が自分事として働き方改革を進めている好事例を紹介します。

業務アシスタント連絡協議会の開催

ＰｉｃｋＵｐ！

【文部科学大臣メッセージ】

メッセージ

岡山県マスコット「うらっち」

校務検討プロジェクトチームの設置

ディスプレイの工夫
（協議会持参資料から）

和気町教育委員会では、町教委主催で教師業務アシスタントと
各学校のマネジメント担当者による情報交換の会を開催しました。
町教委からは、マネジメント担当者に意識して欲しい視点とし
て次の４つが示されました。

①【把 握】誰が何を依頼しているのか
②【目 的】依頼内容・方法は適切か、子どものためになっているか
③【見通し】依頼時期・納期設定は適切か
④【検 証】時間対効果、費用対効果は適切か

また、教師業務アシスタントからは、在庫が一目で確認できる
消耗品の整理の工夫などが紹介されました。

県立岡山工業高校では、学校経営計画を基に、業務の平準化
と過重業務負担の軽減に向けたプロジェクトチームを設置しま
した。
６月上旬にGoogleフォームを活用して実施したアンケート結
果を基に、業務の精選や校務分掌の再編について、話し合いを
進めています。

ＰＴ会のようす

アンケート

教職員からの依頼状況（時期・内容等）をしっかり把握し、今
後は、業務負担の大きい先生に対する個への支援につなげたい。

参加者の声

・業務について「○○だったらいいのに･･･」と思うところが
あった。改善に向けた意見を公式に出せる場が出来たので参
加しようと思った。
・１つの行事に対しても、教員の中でいろいろな思いがある
が、折り合いをつけながら業務改善の提案をしたい。

参加者の声

令和７年６月にいわゆる「給特法」等の改正法が成立し、文
部科学大臣からメッセージが発表されています。
メッセージには、地域や保護者の方に向けて、さらなるご理

解・ご協力をお願いする内容が含まれていますので、必要に応
じて、ＰＴＡ総会や学校運営協議会等でご活用ください。



・一人ひとりの意識を変えるためにも、早く帰るメリッ
トを伝えたり、早く帰る雰囲気を作ったりしたい。
・先生方の意識改革の視点で、具体的な対策を考えるこ
とができた。会議や研修の効率化について、読んで分
かるものは説明を省略したり、協議内容を焦点化した
りする提案をしたい。
・同じブロックの学校と取組や課題を共有し、自校でも
活用できる方策を学ぶことができた。職場内の一人ひ
とりが自分のよりよい働き方について考え、自分の課
題を見つめ、めあてをもって取組を進める意識を広め
ていきたい。

働き方改革通信 No.54 （R7.9.8発行）

どの校種でも、肯定的な回答をした人
は否定的な回答をした人に比べて、時間
外在校等時間が短く、特に小学校では20
時間以上の差がありました。
「○時までに帰ろう。」「この業務は

△分で終わらせよう。」など時間を意識
することが業務を効率的に行うことにつ
ながっていると考えられます。

学校の実態に応じた取組の推進

ＰｉｃｋＵｐ！

参 加 者 の 声

令和７年度勤務実態調査から

働き方改革に関する
岡山県マスコット「ももっち」

どの校種でも、肯定的な回答をした人
は否定的な回答をした人に比べて、時間
外在校等時間が短くなっています。
目指す子どもの姿を踏まえ、業務の廃
止・簡略化・焦点化を意識することが業
務量の削減につながっていると考えられ
ます。

②業務の見直しを意識した働き方

①時間を意識した働き方

瀬戸内市の小・中学校では、働き方改革を自分たちで実現
するという意識を醸成し、各校の実態に応じた効果的な取組
を進めるため、令和７年度から校務分掌として働き方改革担
当者を置いています。
瀬戸内市教育委員会は、担当者を対象にした研修会を開催
し、所属校の課題を踏まえた業務改善の提案書を作成する
ワークショップを実施するなど、学校の主体的・組織的な取
組が実現するよう支援しています。

令和７年６月に教職員の勤務実態調査を実施しました。調査では、働き方改革に関す
る意識調査も行っています。今回は、意識調査の項目に対する回答と時間外在校等時間
の関係について紹介します。

小 学 校
中 学 校
高 等 学 校
特別支援学校

約 3 8時間
約 4 4時間
約 4 5時間
約 2 3時間

約 5 9時間
約 5 6時間
約 5 4時間
約 3 3時間

(肯定的回答) (否定的回答)

①時間を意識した働き方を心掛けていますか。

小 学 校
中 学 校
高 等 学 校
特別支援学校

約 3 7時間
約 4 4時間
約 4 5時間
約 2 3時間

約 5 1時間
約 5 2時間
約 5 2時間
約 2 7時間

(肯定的回答) (否定的回答)

②業務の見直しを意識した働き方を心掛けて
いますか。



山陽北小学校では、目指す児童像の実現に向けて、地域ボランティア「かがやきク
ラブ」と連携しながら教育の質の向上に取り組んでいます。

働き方改革通信 No.55 （R8.3.2発行）

地域と連携した働き方改革の推進

赤磐市立山陽北小学校の実践

ＰｉｃｋＵｐ！

学校における働き方改革をより一層推進していくためには、保護者・地域関係者の協力
を得ながら業務の適性化を進めることが重要です。今回は、地域総がかりで子どもたちを
育てるため、地域との連携を進めた結果、教職員の働き方改革も進んだ学校を紹介します。

持続可能な体制づくり

「かがやきクラブ」の心得改定

ボランティアコーディネーターと一緒に方針を再確認し「『かがやきクラブ』の心
得」を改定しました。
地域と学校が目標を共有し、地域の方の学校教育目標についての理解が深まることで、
教育活動への後押しにつながり、教育の質が向上しています。

～追加された内容抜粋～
・教育目標、指導方針等を理解し、取組がより推進され
るよう後押ししましょう。

・主体的に取り組む姿勢を見守り、必要に応じて支援を
しましょう。

・保護者の方同士のつながりや地域の方とのつながりを
どんどん広げ、深めていきましょう。

教職員の負担軽減

授業中の学習支援、登下校の見守り、校内の環境整備など、
さまざまな場面で地域の協力や役割分担が進むことで、教職員
が子どもと向き合う時間の確保や業務負担の軽減につながって
います。
令和７年度における４月～12月の時間外在校等時間の平均は
令和６年度と比較して約17％減少しています。

かがやきクラブの活動に参加された方からは、
・子どもたちと関わることで、自分たちも元気をもらっています。
・子どもを中心に、地域の中で新しいつながりが生まれています。
といった声があがるなど、学校だけでなく、地域にとってもメリットの
ある活動になっています。
山陽北小学校では、学校運営協議会の設置を進め、持続可能な体制づ
くりを目指しています。

学校の現状の共有

毎月、ボランティアコーディネーターと情報交換会を開催し、
学校評価アンケートの結果や教職員の時間外在校等時間の状況な
ど、客観的なデータを示しながら学校の現状を共有し、効果的な
連携の在り方等について熟議を行っています。
会の運営をコーディネーターが担っており、地域と学校がしっ
かりと話し合う機会をもつことで、地域の方が教育課題を地域の課題と捉え、学校の教
育活動に当事者意識をもって関わることにつながっています。

岡山県マスコット「ももっち」

平均 43h→35.6h
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